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福岡市地球温暖化対策実行計画（第５次・令和４年８月改定）について

めざす姿 カーボンニュートラルを実装した都市を目指して

2030年度目標（基準:2013年度）

目標① 市域の温室効果ガス排出量:50％削減
※人口増、世帯増の中、国の46％を上回る高い削減目標

目標② 市外への温室効果ガス削減貢献量、吸収量:100万t-CO2

チャレンジ目標 2040年度 温室効果ガス排出量 実質ゼロ

①削減量について
これから減らす量▲233万ｔ-ＣＯ2

①削減量について
これから減らす量▲233万ｔ-ＣＯ2

②削減貢献量、吸収量について
●森林などにより炭素吸収
●再生可能エネルギーの市外へ

の売電
●環境にやさしい製品やサービス

を選ぶエシカル消費
●埋立技術「福岡方式」の海外普及

②削減貢献量、吸収量について
●森林などにより炭素吸収
●再生可能エネルギーの市外へ

の売電
●環境にやさしい製品やサービス

を選ぶエシカル消費
●埋立技術「福岡方式」の海外普及
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福岡市の温室効果ガス総排出量の内訳（2020年度）
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（ガス・エネルギー種別）
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※業務部門: 商業、サービス、事業所 等
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※国のマニュアルに基づき、電気は電気事業者による
発電に伴い排出された二酸化炭素が分配されており、
需要側の排出として算定している

＜参考＞全国
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◆第３次産業が９割を占める福岡市では、二酸化炭素の排出部門別割合において、産業部門
が８％と全国値34％と比較して低い一方、家庭部門が約28%、業務部門が約31%、自動車
部門が約26%で、これら３部門で全体の85%を占めている。
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福岡市域の温室効果ガス総排出量の推移
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※ 産業部門等:産業部門（農林水産業、建設鉱業、製造業）、運輸部門（鉄道，船舶）、エネルギー転換部門（熱供給事業）、廃棄物部門

目標年度
2030年度

◆2020年度の二酸化炭素排出量は610万トンと推計（基準年度（2013年度）比29％減少）

◆2020年度の二酸化炭素排出量は前年より増加したが、理由としては、原子力発電所の定期検査に伴う停止日数
の増加等により、 九電管内の電気の二酸化炭素排出係数（0.370→0.479）が上昇したことが考えらえる。
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福岡市域のエネルギー消費量の推移
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◆福岡市における2020年度のエネルギー消費量は6,612万GJ(ギガジュール)であり、減少が続いている。
（前年度比６％減少、基準年度（2013年度）比17％減少）

◆業務、自動車部門は減少傾向が続いており、家庭部門は前年度比で微増となった。

基準年度比
▲17％

※ 1万GJ（ギガジュール）＝１0兆J（ジュール）
※ 四捨五入の関係のため、消費量の内訳と総量が一致しない場合がある。
※ その他:産業部門（農林水産業、建設鉱業、製造業）、運輸部門（鉄道，船舶）、エネルギー転換部門（熱供給事業）

（万GJ）

4



取組みの対象と視点

①対象

〔緩和策〕 家
庭

業
務

自
動
車

（
モ
ビ
リ
テ
ィ
）

廃
棄
物

【重点部門】 【施策】

ライフスタイル
ビジネススタイル

省エネ

再生可能エネルギー
（非化石エネルギー）

炭素吸収

〔適応策〕 温暖化による影響の回避・低減

②視点

 ライフスタイル、ビジネススタイルの転換 （エシカル消費、ESG指標、オンライン化 など）

 将来の世代を見据える （環境教育・学習の推進 など）

 様々な主体とのパートナーシップ （産学官・都市間連携、国際貢献、地域循環共生圏 など）

 新たなイノベーションの積極的な取り込み （スタートアップ、技術導入の支援など）

福岡市地球温暖化対策実行計画（第５次・令和４年８月改定）について
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【その他】 世界的な気候変動対策の情報開示プログラム「CDP Cities」で
最高評価の「シティAリスト」都市に選定されました

 福岡市は、国際的な環境非営利団体であるCDPから、世界的な気候変動対策の情報開示プログラム「CDP Cities」
において最高評価の「シティAリスト」都市に選定されました。

 「シティAリスト」には世界122都市（日本で５都市）が選定されています。
 「シティAリスト」には、温室効果ガスの排出量の公開や削減目標の設定に加え、気候変動適応策の取組みが

進んでいること、気候変動対策の分野でリーダーシップを発揮していることなどが高く評価され、選定される。
 国際金融機能誘致など海外企業による福岡進出やグリーンボンドによる資金獲得、シティープロモーションの観点から

市のプレゼンス向上に寄与

「CDP（本部:英国）」は、企業や自治体を対象とした世界的な環境情報開示システム
を運営する国際非営利団体。CDPの取組みには世界の680 以上の機関投資家が賛同し
ており、CDPの質問には18,700 社以上の企業（回答企業の時価総額は全世界の半分
に相当）が回答し、企業のCDPスコアは、ESG投資の判断材料の一つとして世界的に
も影響力のある評価となっている。
※ESG投資:従来の財務情報だけでなく、環境（Environment）・社会（Social）・ガバナンス (Governance）

要素も考慮した投資のこと

「CDP Cities」は、自治体が取り組む気候変動対策に関する評価プログラムであ
り、情報開示の透明性や計画的な取組などの観点から分析・評価するものです。
※CDPからの質問票（約850問）に回答した都市の中から選定されます（今年は世界1002都市が参加）

１．「CDP Cities」について

・国内の選定都市
東京都、京都市、相模原市、新潟市、福岡市

・世界の主な選定都市
ニューヨーク、パリ、ケープタウン、シドニーなど

２．「シティAリスト」都市（122都市）
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